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l 、はじめに
人々の色彩への欲求はより鮮やかさを求め、やきものでも
どんな色相の色も表現したいと様々な鉱物が使われてきた。
しかし今日、健康への影響や環境に対する配慮から陶磁器
材料として使われなくなった材料が増えてきた。低下度の上
絵の具に含まれていた鉛は人体・環境に有害なため無鉛フ
リットに置き換えられ、鮮やかな黄緑色の下絵の具に使って
いたヒワ呉須も原料の生のクロムが有害だ、ったことが近年
分かり、現在販売中止となっている。陶磁器の母体で、ある土
については、原料が枯渇し始めている現在、廃棄物の問題も
あり、割れて捨てられた食器などの再生技術について各産地、
企業が研究を重ねている。
このような環境問題が叫ばれる時代の中で、貴重な原料
を使い作品を作る立場にいる作家として個人の力でもでき
る、土を有効に使うこと 、つまり、焼成前の成形段階でできる
削り土を再度材料として使うことを徹底した。
2 、戻した土について
成形後自IJ った後の乾燥した土は水につけてまた煉り土と
して再生できるが、実際、磁土については可塑性が極端にj成
りパサパサとして成形に向かない土になってしまう 。原因とし
ては、空気が混入していることと、一度乾燥することで土に含
まれる有機物が持っている粘り気がなくなることが挙げられ
る。空気が混入してしまう問題は真空土煉機に通すことで解
決するが、少量の土には向いておらず、粘性の問題も、土を寝
かせばいいのだが、何ヶ月、何年とかかるときもある。
そこで、土自体の可塑性を上げるのではなく、パサパサとし
た土でも成形できる形、技法を試みた。70%程度戻した磁土
に30%新しい磁土を加えた土を本研究の生地土として使用
した。
3-1 、作品「KOISHI」
着色に使っているHDSカラーは絵の具の粒子に加工が施
され水に分散しやすく以前のように乳鉢で何分も摺る必要
がないため、土に直接混せ、るだけで色がつけられる。この絵
の具や酸化コバルト等の顔料を使い、そのままだと白く焼き
上がる土から数種類の色土を用意した。
煉り込み技法の要領で色土を薄くのばし水を糊代わりに塗
って重ねて成形する。手に収まるサイズであるため、可塑性
が低くても成形に問題はなく作れた。土同士を接着するのに
水のみで、十分だ、ったのは大きな発見で、あった。土と水を混ぜ
たどべを糊代わりに使うのが一般的だが、それを使うと乾燥
に十分注意を払わなければならない。 しかし水のみで接着で
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きたので、断面もはっきりとし、乾燥によるひび割れもほぼな
かった。乾燥後、彫刻万や磁器用カンナで削りだし、形を整え
るのだが、ひと削りで現れる模様が徐々に変化していく様子
は、目と手で確認しながら士との対話で形が生まれるような
感覚であった。
技術として簡単であり 、色の配置や造形感覚の訓練にな
ることから 、教材としても提案できる。
3-2 、作品「DOYEJ
色土の積層、削りでさらに大きな作品に応用したいと考え
たが、土だ、けを重ねるには100mm程度の高さの器にしか応
用できなかったため、石膏型を用いることとした。平成 1 9年
度国内研修として訪れた滋賀県立陶芸の森創作研修館にて
制作した作品である。器の形の石膏型を作りそれを支持に
し、最終的な色の配置を考えながら土を重ねていった。そう
することで成形しにくい土だが石膏型にj合わせることで形が
保たれ、土を重ねた後まだ柔らかいうちに削ることもでき、石
膏が適度に水分も吸うので作業も早くなった。
以前から縞模様を作品に使ってきたが、この煉り込み技
法を使うことで、生地自体が模様を作る要素であるため形と
色が相互に響きあうことができたと考える。縞模株は時代、
場所を超えて愛される様様であるが、どこまでも続く平行線
が限りなく続き決して交わることがない、どこか色香のある
模様だと考える。作品にもそのような雰凶気が出るようにと
いつも願っている。
食器として、洗面ボウルとして日常に使う器に優しい色合
いと形を提案していきたい。
4 、まとめ
再生土に着色し積閉させる技法を用いて可塑性の低い土
でも fill］作できた。 しかし、何色もの色土を重ねて制作する度、
またその作品を削った土が出るため、それらを混ぜるとどん
とεん濁った土が手元に増えてくる。様々な色相のグレーを配
色に活かしたり、より抜い色の顔料を加えて黒い土にするな
ど、今後も発色の研究を重ね、うまく利用していく必要があ
る。
